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五
十
四
年
出
初
式

一
月
六
日
付
本
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た
消
防
山
初
式
で
.
次
の
H
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

V
消
防
箇
力
者
表
彰

一花
野
洋
友
氏
長
引
野
附
九
じ

昨
年
五
月
じ
日
長
引
野
地
内
の
火
災

の
早
期
発
見
に
協
力

林

周

治
氏
友
道
一
.
間
三
二

昨
年
十
二
月
八
日
友
辺
地
内
の
火
災

の
早
期
発
見
に
協
力

ひ
き
つ
づ
さ
縦
良
団
対
妥
終
が
次
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

-v
優
良
消
防
田
県
知
事
aR彫

第
1
分

間

団

員

金

盛

第
2
分

団

団

員

江
山

第
3
分

間

団

員

高

木

第
4
分

間

団

只

百

坂

第
5
分

間

団

只

石

倉

第
6
分

間

間

比

谷

口

H
K
八

第
7
分

間

附
H
M

佐
々
木
古
夫

惜別

8
分

間

凶
H
H

池
川
吸
光

お
9
分

間

団

員

総

一
般
雌

第

凶

分

間

間

以

広

瀬

久

線

開引
け
分

間

閉

口

大

崎

一
労

務
日
分
間
凶
H

H

h

間
以
良
昭

第
日
分
間
刷
分
間
・
h
k
沢

川

庇

一

筋
M
分
凶
附
町
長
打
凶
即
答
ニ

V
優
良
消
防
団
員
支
部
長
車
部
彫

m1分
間

間

以

迫

栄

品

中

m
n

惜別

2
分

間

凶
H
H

策
作

古口
禿

第
3
分
間
凶
円
以
一
供
浦
折
u
前

第
4
分

問

団

長

新

野

孝

一

靖
則

5
分
間
凶
行
H

三
給

党

第
6
分

間

間

民

向

精

敏

秋

樽 iE 従iI'i
j栄 一 宏之 ー

) 

部
7
分
間

忠 武消勝
政泌総 nリ義

1'，"1 
u 

倒 l以 ti芭訂作
城 川崎 仁l

m
m
9
分
間

N1 
H 

&消防のいヲせい書聖水 (IIH臼中央通時}

m
m分
間を漁大〉}全安の海航、も年今

北
洋
へ
の
山
漁
を
間
近
に
迎
え
、
今

年
む
航
海
の
安
全
と
し入漁
を
桁
つ
て
の

祈
願
祭
が
一
月
ト
八
日
、
魚
津
漁
協
大

ホ
l
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
ω

神
恨
の
あ

と
鰻
H

民
間
良
の
表
彬
が
あ
り
、
川
河
市

長
(出
漁
間
々
げ
は
)や
県
知
事
は
ど
の
激

励
を
受
け
.
同

μ
一
同
決
怠
を
幅
削
に
し

出
品
聞
の
激
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

表
制
脚
さ
れ
た
ガ
は
次
の
と
お
り
で
す
@

(敏
林
略
)

-R彫者
名

簿

マ
沼
山
県
山
山
漁
組
合
迎
合
会
長
表
彬

光

弘

氏

巡

海

原

助

悦

[:)j 

H 

徳
川
分
間

抗
は
分
間

内
N
q
d
弘
J
H
H

a
--ci
 

mu分
間

谷石 川 Jti川
敏 JJj( 附」ニ

青絞 殺他i'刀I，'l;I，t日j

問問問m
U U II U 

北洋出漁団の航海安全祈願祭

削

飢

沢

健

次

金

三
津
忠
義

マ
凶

一
船
主
ニ
ト
カ
年
勤
続
お
表
彬

{市
山
山
漁
団
長
表
彰
状
)

猟
沢

健

次

北

向

太

古
川

川
時

彦
絞

マ
同

一
堅
手
五
カ
年
勤
続
省
議

(魚
津
市
長
崎
m

m
状
)

野
々
義
弘

マ
同

一
船
主
十
カ
年
勤
続
者
炎
終

(市
出
漁
団
長
炎
彬
状
)

中

沢

栄
吉

小

畑

賞

作

四
十
万
昭
夫

品川
市
太

一
郎

山

間

郎

総

江

口

与

ぶ

政

) • 

V
川

・
船
主
-K
力
年
勤
杭
μ
打
点似
W

(市
山
品
m
m
H
K
H
U
約
状
}

品川
一一e
川
川

一

U
H
川
川
州
民
川刀

附
川

「比
内
比
例
制
川
臨
時
作

山
内
川
万
附
山
搬
出
川
た

一次
川
け
山
犬

同

本

町内線

前
上下
川
州
・

・

日
川
定
広

マ
糊
陥
明
別
功
労
ぃ
H
K
M
W

{市
出
品
m
m
H
以
且
副
将
状
-

・
漁
問
問
H
K
功

労

花

作

円

弘

・
船
H
K
功
品
刀
打
山
川
切
久
縦

・山
間凶
H
K
山
叫
労
い
向
山
間
以
汗

・
無
線
上
功
労
お
泌
服
忠
明
日

-m-似
U
功

労

貯

水

野

附

犬

償

問

正

己

ト
〈
凶
竹
m
H

(2) 

国
務
大
臣

・
総
理

府
総
務
長
官
表
彰

魚
市
市
本
町

一
丁
目
二
幣
ニ
ト
サ

金
川
附
郎
氏
(
白地叫
)

H
M
少
年
内
成
品川印
市
民
会
議
会
長

{功
制
}

三
十
年
の
永
き
に
わ
た
り

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
湘
骨
折
と
し
て
ゆ

先
食
純
.
制
力
的
似
指
摘
叩
に
あ
た
り
.

ま
た
、
庁
少
年
行
成
品
開
…
山
市
民
会
幽
明
会

長
と
し
て
社
会
情
勢
の
隙
維
な
小
‘
お

人
に
悩
い
拠
品
志
を
ら
た
せ
.
泌
川
市
性
を

向
め
よ
う
と
災
践
を
通
し
.
健
全
行
成

に
氏
、
く
さ
れ
た
。



第三徴集便物認可・.......................ag手1154年 2月l日発行広緩うおづ…あなたと市政をむすぷ

西
欧
研
修
旅
行
を
終
え
て

る
と
し

て

い

い

う

パ

ー
な
表
現
で
は
な
い
と
思
川
ま
す
.
イ

タ
リ
ア
と
い
え
ば
こ
の
頃
の
少
年
な
ら

ず
と
も
自
動
車
産
業
を
思
い
お
こ
す
こ

と
で
し
ょ
う
。
フ
エ
ラ
l
リ
‘
ラ
ン
ポ

ル
ギ
i
二
等
さ
ま
ざ
ま
な
自
動
車
が
多

く
の
著
名
な
自
動
車
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
そ
の
大
節
分

は
北
イ
タ
リ
ア
で
生
品
相
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
単
は
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
l

ダ

(太
陽
道
路
)
だ
け
で
な
く
ど
ん
な

滋
で
ら
走
っ
て
い
く
。
す
る
と
滋
一
杯

に
な
っ
て
歩
く
羊
の
併
に
出
会
う
よ
と

も
あ
り
、
品
叫
に
何
物
を

一
杯
Mmん
だ
ロ

武
限

リやパ
ロイに
パタ出
とリ会

虫て 2
2民'"、ー
うモと
t必 | に
rtiiドむ
。がのな
今人る郡
日と 。J主主
σ〉司l I口

イカt
タギ・

街
角
川

一
丁
目

を
く
れ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

な
対
必
の
中
に
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
が

あ
る
よ
う
に
思
え
た
.

ロ
ー
マ
に
荷
く
と
す
ぐ
添
乗
民
が
パ

ス
ポ
ー
ト
を
阪
か
り
、
ス
リ
と
ど
ろ
ぼ

う
の
被
害
に
気
合
付
け
る
よ
う
注
意
を

受
け
た
と
さ
、
一
一
時
と
ん
で
む
な
い

悪
い
所
に
き
た
と
府
い
た
が
、
ス
リ
や

こ
そ
ど
ろ
削
何
度
の
小
g
Q犯
掠
が
イ
タ

リ
ア
的
だ
と
い
え
ま
し
ょ

-1

殺
人
が
件
等
は
な
く
.
日
本
で
い
う

何
々
組
と
い
っ
た
や
く
ざ
風
の
人
等
む

い
タ
い
よ
う
で
‘
み
ん
な
愛
慾
が
よ
く

議
早
川
氏
な
市
民
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
。こ
の
よ
う
な
静
川氏
な
市
民
が
怯
ん
で

い
る
ロ
i
マ
は
、
永
遠
の
郎
と
い
う
だ

け
に
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
中
世
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
問
バ
チ

カ
ン
市
同
が
存
従
し
て
い
る
の
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
と
い
え
ど
も
こ
れ
ほ

ど
舷
史
と
伝
説
が
は
い
の
で
あ
ろ
う
し
、

古
代
と
段
代
が
附
属
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
古
代
と
現

代
の
伝
か
の
ロ
ー
マ

の
休
日
が
我
々
観

光
客
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

以
上
で
凶
欧
の
一

部
の
感
じ
た
こ
と

そ
鈴
き
ま
し
た
が
.
こ
の
研
修
旅
行
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
市
当
局
、
政

び
に
市
民
の
み
与
さ
ん
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

語
携
に
ま
け
命

甘
え
ぬ
撞
い
窓
志
・

青
少
隼
脅
成
魚
添
市
民
会
副

所
得
税
確
定
申
告
と
納
税
案
内

。
納
悦
と
巾
止
H

納
付
併
は
、
間
迎
い
防
止
の
た
め
に

む
納
税
者
向
身
で
記
似
し
て
、
期
限
内

(三
月
十
五
日
)
に
納
付
し
て
く
だ
8

口
線
依
符
を
判
別
さ
れ
て
い
る
方
は
、

仮
倖
納
付
内

(阻
枚
一
一
組
)
に
必
要
恨

柄引

(住
所
、
氏
名
、
納
付
税
鎖
、
鋲
持

金
融
出
向
関
添
号
愉
ザ
)
を
‘
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
記
載
の
う
え
、
必
ず
中
台
市
内
に
添
え

て
‘
制
悦
務
説
円
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
還
付
申
告
は
お
早
め
に

滋
付
を
受
け
る
た
め
の
巾
合
併
は
.

よ
く
餓
め
て
記
般
の
う
え
、
で
き
る
だ

け
二
月
中
旬
ま
で
に
川
拠
出
し
て
く
だ
さ

・ν
三
月
は
、
校
位
制
服
引
の
事
務
が
ふ
く
そ

う
し
ま
す
の
で
支
払
が
逝
く
伝
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

。
納
悦
証
明
は
二
月
中
に

一ニ
M
は
事
務
が
大
変
ふ
く
そ
う
し
ま

す
の
で
‘
な
る
べ

く
二
月
中
に
済
ま
8

れ
る
よ
う
.
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
.
紙
明
小
川
に
は
、
証
明
手
段
料

二

枚
二
百
円
}
印
僻
M
.

使
用
目
的
等

が
必
要
で
す
か
ら
ご
ゑ
知
く
だ
さ
い
。

(魚
印
刷
悦
胞
明
智
)

市
税
の
納
税
に
ご
協
力
を

二
月
は
、
間
定
資
産
相
悦
と
闘
民
帥
問
機

保
険
制
悦
の
四
則
分
の
納
聞
で
す
。

二
月
二
十
八
日
附
ま
で
級
官
町
り
の
金

融
機
削

(蜘
便
局
企
除
く
}
X
は
、
市

の湘お
け
で
納
め
て
く
だ
さ
い
.

納
期
制
限
告
過
ぎ
て
か
ら
納
め
ら
れ
ま

す
と
替
促
手
数
料
と
低
滞
金
が
加
肺
野

8
れ
ま
す
。

余
分
わ
ゆ
金
制
を
納
め
る
・
』
と
の
は
い

よ
う
、
期

uま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
ほ
か
に
お
怠
す
れ
の
各
税
が
あ

れ
ば
共
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

。
納
付
は
便
利
な
口
康
保
仰
げ
で

納
鋭
は

n鹿
鍛
叫
げ
の
ご
利
刑
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

日
出
唆
相
似
叫
甘
を
利
川
さ
れ
ま
す
と
.
納

期
が
く
れ
ば
銀
行
や

M
m金
総
.
農
協

で
あ
々
た
の
副
川
会
U
肢
か
・
つ
自
動
的
に

振
り
件
え
て
納
税
♂
れ
ま
す
。

ね
ざ
わ
ざ
納
税
の
た
め
出
か
け
て
行

く
手
数
も
は
ぷ
け
、
忘
れ
て
管
促
や
延

滞
金
等
無
駄
々
料
金
も
納
め
る
必
必
も

は
く
大
安
川
山
利
で
す
。

市
県
民
税
申
告
相
厳
案
内

こ
と
し
も
申
告
書
を
出
し
て
い
た
だ

く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
巾
止
日
常
M

は
、
昭
和
五
十
凹
年
度

の
市
民
税
、

川
町
民
統
を
課
税
す
る
法
酬
明

資
料
と
し
て
大
切
な
も
の
で
す
。

申
告

別
限

(三
川
十
五
日
)
ま
で
に
市
役
所

へ
必
ず
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
タ
お
、
市
で
は
.
巾
ι

管
内
の
記
載
方

法
等
相
談
を
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
の
問
、
市
役
所
鋭
務
課
で
判

均
五
白
が
柑
織
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
位
を
定
め
て
農
協
で
、
申

告
相
談
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
相
脱
臼
位
炎

『制
服
時
間
午
前
九
時
三
ト
骨
‘
干
他
閥
的
F

'岬静 131 121 m 同

‘10 9 S 日765  2 128 2~262322 11島

1日Sf1ωH tH 柏柵問H 。HE tH創出11 揃H {H 附 OHB 働H lH ω u 
全岨加下 E曹鳳‘ ・E6 h 眠 上... 下...全 副上 片 瓦絵 " 町
地 F 備 IQ 瓦証，.ji Il 柿島 町

!{ば岨壇U'K4f I噛f 峰ほほ崎ほ地区民地 u地 u也 得n 

'k u掛布‘ -a u a 且 . . . ー111 凶 .J • " - IA 1'1 
. . .市 " pr e骨 ii1¥ ~ ~ 

柿 . s 抽 立桶町 .1 神 蜘
，1< t .A:問 主主主噺
内時何時 l' 所場 婿併時帰

(3) 
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選挙啓発特集

贈
ら
な
い

f

求
め
な
い
f
・

受
け
と
ら
な
い

f

政
治
の
腐
敗
を
防
ぎ
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
政
治
家
や
候
補
者
又
は

立
候
補
予
定
者
が
余
分
な
お
金
を
使

わ
ず
、
身
辺
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
八
ム
職
選

挙
法
で
は
、
八
ム
職
に
あ
る
人
や
候
補

者
(
予
定
者
を
含
む
)
は
、
い
つ
、
い

か
な
る
場
合
で
も
、
ま
た
、
い
か
な

る
名
儀
を
も
っ
て
す
る
を
問
わ
ず
、

仇

対
川

一

3
-

お葬式の香典， 供花

どな高田お
4
H
J
 

，4
，
 

寄のとな
内
ソ祭お

そ
の
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て

(親

族
や
政
治
団
体
等
に
対
し
て
す
る
場

合
を
除
き
)
い
っ

さ
い
の
寄
付
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
c

こ
の
寄
付
に
は
、
次
の
よ
う
な
通

常
一
般
の
社
交
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

O

お
中
元
や
お
綾
詳
を
贈
る
こ
と

O

お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
付

ー
レ
れ

~
H
J
、
い
ね
部
川
か
は

v
y」
九
三
印
刷
川
り
ス

w
，』

と
。

O

関
宿
祝
い
や
落
成
式
、
起
工
式

な
ど
の
と
き
に
花
輪
を
贈
る
こ
と
。

O

結
婚
式
、
出
産
、
入
学
、
卒
業
、

就
職
な
ど
の
お
祝
い
に
、
お
金
や

品
物
を
贈
る
こ
と
。

O

旅
行
す
る
人
に
、

司
』
レ
r
』
。

O

お
葬
式
の
際、

Jl 

花輪，

餓
別
を
贈
る

4
k
n

典
や
花
輪
、

供
物
な
ど
を
贈
る
こ
と
。

O

町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
り

に
、
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
食
事

や
お
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と
。

O

町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、

弁
当
や
飲
物
を
差
し
入
れ
た
り
、

パ
ス
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る

『
」
レ
ι
。

一
方
、
有
権
者
の
側
で
も
、
候
補

者
等
に
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
勧
誘
し

た
り
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
や
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
、
政
治
家
や
候
補
者
ば
か
り
で

な
く
、
有
権
者

一
人
一
人
の
理
解
と

自
覚
に
よ
り
、
「
贈
ら
な
い
」
「
求

め
な
い
L

「受
け
と
ら
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

λ
J

。

(4) 

宝宮阪堕iW
昭一一一 一

団体旅行の寄付や差し入れ
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基
礎
体
力
つ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

優
勝
し
て
思
う
ニ
と

広

浜

悦

「

杭
川
地
以
マ
マ
さ
ん
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
.仇間同刊

で
E
』た
市ド品
仏大
A
K
U
し
く
思
い
ま
す

此
H
泊
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
浅
い
冬
の
W
4

い
時
で

b
Fけ
桶
く
わ
地
く
.
H
M札

miu
必

決
と
し
必
い
し
、
ボ
ー
ル
が
粁
い
の
で

会
化
が
あ
り
大
変
川
町
小
川
で
し
た
一

バ
ム
H

U
人
人
制

mu初
ル
ー
ル
合
つ
く
り
.
コ

ー
ト
む
伏
く
し
.
サ
ー
ブ
ι
目
的
か
ら
打

つ
と
い
う
ル

1
ル
は
‘
だ
れ
に
で
む
税

し
ま
れ
る
も
の
で
し
た
@
開
会
式
後
山
払

た
ち
の
相
子
は
栄
町
チ
l
ム
.
胤略戦
の

す
え
二
対

O
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
.
地
円

ん
な
で

『
せ
っ
か
く
勝
っ
た
の
だ
か
ら

優
勝
戦
ま
で
い
き
た
い
わ
ね
』
と
夢
の

よ
う
な
訴
し
を
し
て
い
ま
し
た
.
次
々

昭和543f.2 rJ 1日発行広報うおづ…あなたと刊1I吹をむヲぷ

…
 

と
ぷ
九
H

が
近
み
-d

マ
決
勝
で
す
@・

κ制
対

日

地
打

一，
k
.
U
い
に
勝
九
泣
ん
で
3
c

一

い
る
だ
け
に
わ
ゆ
か
々
か
う
主
い
ぷ
へ

He

一

し
て
い
主

vd似
た
む
は
よ
の
勝
っ
た

{

チ
ー
ム
と
俊
勝
酬
刊
で
A
U
つ
ね
け
で
可
が
.

向

山払
の
心
臓
は
決
戦
今
川
に

.
ほ
と
池
く

な
る
の
で

9
.
ニ
れ
が
プ
ム

ン
ャ
プ
ル

f
M
ー
と
い
・
つ
の
で
し
ょ
う
か
.
何
と
む

f

f
H
え
は
い
hh
同刊
で
す
ー
い
よ
い
よ
抗
体
内

の
俺
腿
抑
制
‘
地

H
aぱ
一
付
油
代
が
チ
1
ム

一

の
対
戦
が
や
っ
て
き
た
.
相
子
チ
ー
ム

w

}

は
議
で
今
ま
で
他
チ

1
ム

合

間

凶

ご

釧

く
似
勺
て
勝
ち
准
ん
で
主
て
い
る
だ
け
日

夕

に
れ
け
る
か
も
し
れ
は
い
と
‘
そ
ん
ぽ
仏

杭

不
安
が
我
が
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
に
u比

一
食

ら
れ
.
秘
む
淀
川
ち
お
か
は
い
ま
毛
叫
ん
H

内
閣

附
始
の
ボ
ー
ル
が
ト
が
っ
た
。
た
た
く
一

ム
日
-フ

ボ
ー
ル
は
山
叫
が
コ

l
ト
に
鋭
く
っ
き
さ

M
r

さ
っ
た
u

油
断
が
山
米
必
い
チ
ー
ム
ベ

一

口一

相
手
の
パ
ス
は
的
作
で
あ
る
.
似
た
円

一
プ

は
決
っ
て
せ
っ

か
く
取
っ
た
サ
l
プ
b

一
走

伐
と
し
て
し
ま
う
@
む
っ
と
必
ろ
消
か

叩
歩

ね
ば
と
併
で
州
全
附
け
あ

っ
て
れ
川
会

一
康

沈
め
る
.

.
 点
取
る
と
相

F
b
.
点
取

一
一健

り
み
~
寸
と
い
う
し八械情酬明で、

A
，
ょ
で
に

々
い
け
い
じ
い
ば
へ
H

だ
.
惜別

.
七
ッ
ト
:

…

卜
J

一対・

一
L
L
で
.
セ
ッ
ト
か
終
る
.

~

第
二
セ
ッ
ト
u
b
a欽
問
料
し
m
m
%
に

山

内
…
会
取
っ
て
い
く
.
品
川
ん
々
力
が
人
り

吋

は
は
が
似
制
し
て
い
る
.
b
う
e

山…ど、

一

よ
し
ゃ
れ
:
:
:
ツ
ア

l
i
-
-
-
ゃ
っ
た
.

日

出
胃

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
I
 
l
 
l
 
i
 
--1
 段階 II孟毎分100mのベースで 5分間歩 き、その後毎分120mのベースで 5分間走る

以下各段階とも同織です

(自分のベースをつかんでから次の段階へ) 砂健
康
歩
走
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
体
力
っ
く
り
。

l
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

今
年
の
休
ね
つ

く
リ
金
山v
h
t
プ
ロ

グ
ラ
ム
て
支
ぬ
し

て
み
て
は
い
か
が

を

災地時間 。分 5 ~} 10分 15分

1 11しめ 会1.1-<(1∞m/分 11 定(120m/分) 1 (70-…リー} 1100 m 

( 151111f't'!広でなれてきたら次の段l務へ}

2級制 iJ' (120m /う}l I ~ (14…1 1 (柿-9山リー 1 I :~()() 111 

( 15(1I)f'，':1庄でなれてきたら次の段|滑へ)

3 たのしん 33 (12thn/ I~ (140m/，，)) ( 1 ~()- 1 :~5 カロリ ー) 1 :.!t)()O川
!.'/)'.> 

4 たのしん 語(14山)') |ぷ (160m /ぅ，)) (liO-1ーリ-)1 2~~(l(l 111 
~'IJ("J 

5 ~~ 手(I肌 10/ ~"()() 111 
ベ-1..

で
4
9
か
e

体
力
っ
く
り
は
走
る
ニ
と
か

う
船
主
り
主
寸
無
均
せ
ず
し
川
日
ま
い

に
む
の

つ
み
か
さ
れ
て
山
己
の
体
力
を

向
め
£
し
t
う

(6) 

1ロメモ
.偏遍勘を忘れずに//

3予告出した後よ〈身体~ふ事、

活がえをし清潔にしましょう.

Il争で11'1<、自分に合ったま是

η方{速さa工夫しましょう.
.銭の状般に合わせ、無理せず

コース唱r決め、徹底ランエング
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緩や
っ
た
.

d
勝
っ
た
、
凶
川
勝
だ
御
成
ぴ

L
し
っ
て
予
を
た
た
い
た
。
出回他府
の
瞬
間

比
や
川
が

JMく
与
っ
た
と
仲
ん
々
で
突

っ
た
j

で
も
、つ
れ
し
い
せ
向
い
た
心
J

わ
や
か
わ
ゆ

で
日
で
し
た

基
礎
体
力
っ
く
り
・
ス
ポ

l
ス
振
興
事
難
行
事
案
内

次
の
や
業
が
各
地
区
で
間
似
ぎ
れ
ま

す
の
で
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
く
わ
し
い

ニ
と
は
.

0
作

地
区
体
内
H
H
似
興
会
の
役
H
に
お
た
ず
れ

く
だ
さ
い

加
納
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

-
一川
十

-u

仁
小
山
地
ば
小
時
大
会

-
一日川卜
八
日

下
山
1
品
地
.H
n
小
球
大
九五

二

ηト
八
日

本
礼
地
ぽ
一体
力
テ
ス
ト

-
4川
十
八
日

・
・二
十
段
以
上
の
壮
年
削
刀
女

村
木
地
ぽ
しψ
球
大
会

-一
日
ニ
ト

-h
u

u
H
m
地
区
山
ト
時
大
会

・一
月
ニ
ト
九

u

託
問
地
灰
一
体
力
テ
ス
ト

二一
川
卜

一
日

み
ん
亀
の
体
育

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
.
ス
キ
1
教
室

第

一
一凶

第
二
回

惜別
・ニ
刷

・
身
柄

・
時
間

一
川
ニ
ト
八
日
川

了
，
卜
・
、

l
o

--

ー

'
1
1

大
作
ス
キ
l
場

下
前
卜
時
よ
り
午

出向
二
時
一-一l
分

一
七
山
代
ス
ギ
!
大
会

-
B
S
J
Hい

--a

-
--E冒'
・

-
---
dHW

-
H
川

m

i

l

l
-
-
[

・
均

刈

トA
M
げ
ス
キ
1
助

-
叫

川

午
前
八
時
主
り
受

{
 

一・
1

ゆ
く
ス
キ
l
救
円
十

-
間
前
川

ニ
川
問

n
M

}
r
I
L
I
-
-

・
幼

同

mtqun川
弘

-
叫

附

午

前

八

時

三
十
分

よ
り
会
付

(上
野

打
小
小
校
附
に
て
)

問
.
山
氏
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ト入会

-

H
U
H
u
r
-
-
l

・
7
1
い
円

t
、，
z
n"

.
H
H
“H
s
g

同

T
'
a
1
J
a
s
“"

-
凧

}

4

1

・2
b
hv

Tい
hp
d』
均
時

・H吋
山

川

J
H
削
朝
ノ

'μ刊
J
'
K削

-
川

川

午

前

八
川
二
十
分

よ
り
安
付

(く
わ
し
い
こ
と
は
広
縦

一
川
け
を
参

聞
に
し
て
く
だ
さ
い

}

子
供
体
操
教
室
開
催

|
参
加
者
募
集
中
|

l
l
 

H
U
M-M
HH
 

l
l
 IJ l' 

• 1'4 " 
1・11 1・
じ 'U
11 モ
・JJ 1・
ニニ じ
l' U 1I 
凹
11 1・一二

ル
迎
上
限
日

・
一.
時
間
午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で

三
.
ぬ
品
川

市
総
合
体
向
航

間
.

H

川
象
作
市
内
の
小
qeル巴

(純
子

で
む
可
能
}

九
.
定
H
H

一二
十
名
、

(先
清
則
)

h

ハ
.
山
中
込
み

二
月
八
日

ωま
で
市
教

受
体
育
課
ま
た
は
.
市

総
合
体
育
館
ま
で
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
現
を

記
入
し
ス
ポ
ー
ツ
似
苫

保
険
料
三
O
O円
を
添

え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
.

一一
月
の
総
合
体
育
館

利
用
日
程

V4 
u 
(11) 

市
迎
用川
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
{大
体
育
宅

一
日
)
・

十
一
口
川

第
十
回
全
国
高
校
選
法
北

他
地
区
予
選
会

(大
体
育

進
一

口
)

ト
二
日
川

・
卜
=
百

ω
休
館
日

ト
八
U
川

郷

三
回
市
民
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
{大
体
行
窓

一
円
}

1::1 
{. (1づ
fJも
f，f.: 1・
~~じ
教 EIτ 司i
主(q誕生
大 -tr L主
体 一 山明

てr出土芸
弓~ t;:' u 
ぽ口~~
f圭(1) 型
、， ι

ト
Ji. 
11 
(11) 

歩
ニ
う
会
喧
-
と
し
の
日
程

出γ
・
』
う
会
の
ζ
と
し
の
口
刊
行
は
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
.
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
.

・
四
月
一
日
品
川
方
方
面

山
総
合
庁
合
的
午
前
九
時
党
.
古
川
山

観
光
パ
ス
に
飛
車
、
金
山
谷
下
山
中
、
升
打

|
月
形
燃
と
少
さ
手
す
.(
小
食
不
必
)

・
五
月
六
日
島
尻
方
面

川
也
鉄
品
川
↓
川
駅
午
前
八
時
‘
川
一
似
行
パ

ス
に
取
市下

.
m…
川
ド
ホ
l
東
城
l
山
比

と
砂
き
ま
す
.
対
り
は
パ
ス
を
利
川

(中
島
民
持
参
)

・
六
月
三
日
由
民
熊
方
面

従
鉄
九
時
"
印
刷
帆
午
前
八
時
三
卜
分
北
山

行
パ
ス
に
系
山
小
、
山
肌
熊
山
崎
組
1
角
川
ダ

ム
l
市
民
熊
と
少
さ
ま
す
.
対
り
は
パ

ス

を
利
吋

z
k持
参
}

・
七
月
一
日

よ
市
方
面

電
鉄
品
川
沖
駅
発
午
前
八
時
市
山
一行
也

市
に
泉
市、

k
市
駅
下
市
、
肌
H
1
4
山

む
寸

l
八
地
池
と
歩
き
ま
す
.(
中
食
持
参
}

・
八
月
五
日

宮
崎
浜
方
面

国
鉄
色
…
沖
駅
午
前
七
時
三
十
二
分前木

市
平
.
山
駅
下
車
.
総
山

i一
回
崎
浜
と
砂

き
ま
す
e
{
中
食
持
参
}

・
九
月
二
日
八
ケ
山
方
面

川
鉄
魚
山
駅
午
前
八
叫
噌一
ド
じ
分
供

出叫

ん川
山
駅
下
山
市
.
抽仰
油
大
儲

l
n
羽

山
1
・八ケ
山
と
ψ
さ
ま
す
.(
山
中
食
持
参
}

・
+
月
七
日
月
形
橿
鴨
方
面

川
鉄
品
川
ム
川
駅
午
前
八
時
三
ト
分
集
合
、

法

に

て
け
山
肝
臓
人
十
川
川
除
と
砂
さ

よ
す
。『
パ
1
ベ
キ
2
1
災
臓
の
工

告

・
+
一
月
四
日

穴
官同帥
方
面

巾
批
判
払

fぷ山
駅
也
品
午
附
八
時
一-一
ト
分
叫

肘
行
パ
ス
に
泉
市
恥
.
剛
弘

l
ハ
行
叫
と

少
怠
』
ま
す
。
州
り
は
パ
ス
を
利
用

(小

食
持
参
)

-
+
二
月
二
日
総
合
体
育
館

世
鉄
仙
川出
駅
午
前
九
時
出
発
従
砂
に

て
総
A
H
体
育
館
に
向
い
.
総
会
合
間
似

し
歩
す
。
{
中
食
不
製
)

わ
悼
お
、
特
別
行
が
と
し
て

一
的
砂
こ

Jλ
μrg災
地
い
た
し
ま
す
.

-
期
日
九
月
十
玄
白
h
+
六
日

行
先
、

く
わ
し
い
こ
と
は
迫
っ
て
発

表
し
ま
司
。

O
恥V
・
』
・
つ
会
の
た
会
口
H
の
管
鉢
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
会
は
随
時
で
す
が
、

二

月、

三
月
中
に
山
中
込
み
闘
い
ま
す
。
会

慨
は
年
間
三
百
五
十
円

(
ス
ポ
ー
ツ
傷

1
h
保
険
料
円
九
十
円
を
含
む
)
で
す
.

お
問
い
合
わ
H
U

は
.
市
教
委
.
ま
た
は

ゆ
初
u
.
A
m
川
附
郎
ト
H
{E
n
1
0
1

5
0
0
{
日
宅
竺

M
1
1
2
0
0
{会
札
}

へ
ど
う
ぞ
。

ー
三
月
の
歩
こ
う
会

l

三
月
の
少
こ
・
つ
会
は
.
四
日
天
神
山

ゴ
ル
フ
場
万
両
へ
行
さ
ま
す
.

従
欽
魚
山
駅
午
前
九
時
に
徒
少
に
て

山川
mA.
米
側
山
ゴ
ル
フ
劫
ま
で
砂
金
』ま

す
J
印
刷
戸
沈
砂
}

参
加
れ
は
、
午
・
削
八
時
低
十
分
去
で

従
鉱
魚
沖
駅
前
へ
お
集
去
り
く
だ
さ
い
.

(中
食
不
安
}

(7) 
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年
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得
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さ
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.
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会
保
険
料
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し
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向
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リ
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作
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さ
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前
年
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納
め
た
め
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ゆ
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似
険

料
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ら
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ろ
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ニ
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々
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た
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納
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飢
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.
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。
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付
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円
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の
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年
金
を
会
け
る
資
怖
が
あ
り
は
が
ら
.
の
家
妊
に
わ
ゆ
っ
た
と
さ

1

ま
だ
心
ぷ
の
予
続
き
会
し
て
い
れ
地
い

H

'」仮
児
に

αっ
た
と

3
1
必
児
年
余

は
め
り
去
は
ん
か
"

‘
か
M
に
h

川
づ
た
と
苛

T
か
制
作
全

川
代
年
ム
Vいで
は
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加
入
占
じ
れ
た

H

.牝
乙
し
た
と
さ

1
化
乙

一
時
令

が
ぬ
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と
ら
れ
た
リ
.
同
剛山

nuhに
η

っ
た
り
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 山
棋
の
小
心
で
あ
る
ご
-
r
E

人
を
わ
川
く
し
た
り
し
た
と
さ
今
ど
に
.

q品
川
が
え
給
3
れ
よ
す
が
.
そ
の
た

め
に
け

『裁
定
の
鮪
米』

と
い
弓
子

制
刊
さ
が
必
演
で
d

ら
し
.

u
的
々
た
か
川
氏
年
金
に
加

入
し
℃
お
い
で
に
心
リ
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次
の
と
れ
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に
み
叫
し
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、
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手
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間

保
険
料
を川
柳
け
て
い
る
海
中
て
牝

亡
し
た
ぬ
九
い
に
は
.
い
ま
E
て
川
叩
け
た

お
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出
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し
て

b
ら
え
る
の
で
す
か

答

泌
さ
れ
ま
は
ん
一
そ
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よ
う
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u
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A
H
に
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品
九

L
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給
付
が

あ
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ま
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化
亡

一
時
金
は
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似
険
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一年
以

上
納
め
て
さ
た
M
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似
険
い
れ
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年
金
を
吃
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し
た
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叫
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取
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泊
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、
仙
凡
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何
時
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い

ソ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
た
配
偶
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父川り
.
M
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川
吋
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兄
弟
姉
妹
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帆
似
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々
っ
て
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ニ
の
牝
ρ
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一
川
品
川
合
む
ら
え
る
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伝
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人
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川
川
に
.
必
児
作
品
市

や
引
ゆ
か
}川
年
A
A
b
b
-U
え
る
札
悠
に

あ
ゐ
地
へ
いむ
め
り
ぷ
リ
サ
て
の
州制九
H
H
.

州
ね
を
む
・ソ
サ
・
』と
は
て
3
主
H
U

ん
‘

.と
む
ら
か

.
打
し
か
も
ら
え
ぷ
住
人

問

巴
払
附
年
計
川
、

V
く
む
ら
う
こ
と

H
E
3
t
uん
か
e

答

で
3
3
ず

怠

齢

年
余
口
、
ぬ
刷

℃
は・ハ
ト
九
州
械
に
わ
泊
っ
て
か
ら
年
余
の

え
ね
が
船
主
り
ょ
す
む
し
か
し
.
市
川
T

す
れ
ば
そ
れ
以
前
に
、
-
ハ
ト
ぬ
か
ら
給

付
を
そ
け
る
こ
と
が
で
3
る
の
で
す

こ
れ
を

「総
ト
.
げ
え
給
」

と
い
っ
て
い

主
す
。
こ
の
場
合
は
、
次
の
主
う
によ札

縦
の
削
よ
リ
減
ら
さ
れ
て
t
A
叫刷
会
8
れ

ま
可
。
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く
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年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

州
民
年
金
の
怠
船
年
金
.
叫
地
肺
肝
必
齢

年
金
金
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
川
昨

年
ニ
川
卜
丘
日
ま
で
に

「同
民
年
金
受

給
織
布
税
悦
凶
」
を
Mm山
す
る
こ
と
に

れゆ
っ
て
い
志
す
.

ニ
の
川
は
.

A
語

い引
の
み
は
さ
ん
が

引
さ
縦
さ
年
金
を
受
け
る

一
定
の
条
件

を
糊
し
て
い
る
か
ど
う
か
合
、
同
が
織

必
ず
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
大
切
は
む

の
で
す
。

こ
の
収
批
川

(
ハ
ガ
キ
)
の
川
紙
は

社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
を
む
ら
っ
て
い

る
み
与
さ
ん
あ
て
に
前
後
退
ら
れ
て
き

ょ
す
の
で
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
裂
な
事

耐
引
を
犯
・
人
し
て
市
以
の
鉦
明
印
を
む
ら

い、

一
.月
十
・九
日
去
で
に
社
会
保
険
庁

総

m
aへ
必
ず
総
出
し
て
く
だ
さ
い
.

は
お
.
陣
計
年
金
、
即
時
「
年
金
、
幽
中

川
時
子
年
金
.
遭
児
年
金
、
か
崎
年
金
全

む
ら
っ
て
い
る
万
は
.
税
況
M

柏
の
川能
川

が
五
日
で
す
か
ら
、
お
間
違
い
の
々
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
.
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奥さん入ってますか (国民年⑤
任意加入・・・・・・皐<入るほどあ得です

園民年金についてのご相談は

魚津市役所市民課国民年金保倉22-2200内線217・317

富山県国民年金標宮(0764)32-8637 魚津社会保険事務所宮(0765)24-1494 

お気軽lこどうぞ

。壬意加対 こんな万も国民年金に加入てさま弓

サラリーマン〈厚生年金、共済年金なとlこ加入している人〉の配偶者

年金受給権者で60オ未満の万

年金受給権者の配偶者で60オ末満の万

昼間部の学生で20オ以上の万

笹意加入者の特民
任意。G入者には、決のようは特典ガあります
加入期間ガ短力くてもj山配いりません

配偶者の公的年金加入期間も貸借期間に算入しますので国民年金に 1年以上加入されれ

ば年金ガ受けられま可。

二つの年金を受けることもできます

年金受給権者の万でも60オまで国民年金に守年以上加入されれば国民年金力ら通算老齢

年金ガ受けら杓ます

。手金給付のいろいろ〉
こんなときには、こんな仔金ガ支給されま弓

〈こん怠とき) Cこん怠年金ガ) C~れだけ交錯される〉
65コヲにほっととき 老齢〈通算〉年金 納{ヨ用銀x1 ，300 x 1 . 167 

病気やケ刀で間宮告と砿つ疋とき 陣 害 年 金 577.600 問同
<'162.100 

夫がなくなって回予家庭と忍つ疋とき 田 子年 金 (チ初守人人 462.100円刀2A <'186，100 

両親をなくし疋とき 遺 児 年 金 田子年金と同じ

'死亡し疋とき 死亡 一 時金 23.000同-52，000同

(9) 



'"・H ・あなたと市政をむすぷ 広緩うおづ 昭如5.1年 2月18先行 第三償銅l使物，tl.可…・・

〈国民年金の特色〉
年金の価値は伺年疋っても下りません

年金額は物価の変動に応じスライド改定されます

税金ガ安くなります

納付しだ保陵料は所得淫除の対象|こなります

住宅資金ガ借りられます

3年以上加入してあれほ、住宅を建てるとき住宅金属虫公庫の髄資に合わせて 200万円ま

で借りられます

手軽な予算で家族旅行ガ楽しめます

全国各地の景勝地lこつくられている国民年金保義センターを割安料金で利用できます

〈加入の手続き〉
下の申出書に住所、氏名、生年月日を記入のうえ、魚津市役所又は町内

の年金委員さんに出して下さい

さりとり線…一一一

国民年金任芯:加入被保険者資格取得申出番

.lt:り~ lI'r ~子 11: ~) 11 '1:. tf. 1-1 日 Iミ r， (つ りてf・十) rt.ll( '1-fp-の被 f~~険 れ・であ
， f.ニJ二とカ・.nリJ-1ーカ・

リj .k .d~ . .. .. .・ ・・・・"・ ・-・・..・・..・・・ ・. .q， 1) LJ ム る な

!.c n{!制1

{主，* TEL 
係等1I 1.配偶1'i・ 2.受給れ・:L・7:'主

{陛脅7iミf， )

本人の加1人年金名と馴IUI 配111.¥1'0'の加1人年金1'，とJt11111) WJI耳t/JIU'i! ド1:1.:.納付 納f件IL微 11 1明7， 民
保険料の

賀署
納f.t}jjよ・

1 '. ，1じのと お f) 被保険行の資怖を Ir~ I!~ したいので111 1.1.1ま す

昭告l 生F H 11 

j:i 111 V県知 事 誕生 氏 r， 制I

(10) 
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あ
な
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図
書
館
側

一
冊
の
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か
ら
何
か
が
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:
⑪

お
ん
な
人
生
論

お
ん
な
の
川れさ

H.
人
化
婦
の
本
が

t
y
く
山札制
さ
れ
て
い
よ
す

『ひ
と
り
暮
し
に
困
ら
な
い
本
」
『
女
の

人
生
&
イ
キ
イ
キ
獲
し
む
ほ
の
お
は
な

し
』『
女
も
七
人
の
織
を
も
っ』

匂
ど
・十

狩
て
の
時
代
か
ら
子
綴
れ
志
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い

よ
す

子山川
て
む
的
計
り
.
日
包
含
考
え
る
人

た
ら
が
榊
え
て
さ
ま
し
た
・

「女
の
現
在
』『
ア
メ
リ
カ
の
女
た
ち
』

『女
が
は
た
ら
く
と
き
』『
自
分
を
変
え

る
本
」「
失
敗
し
な
い
生
き
方
』
な
ど
、

ま
だ
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
.

『愛
と
自
立
へ
の
鎌
立
ち
』「
も
う

一
つ

の
人
生
」
こ
の
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占
家
、
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.-r
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時
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仕
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ま
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れ
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H
e
y
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介
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。
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史
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催
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一
寸
先
生

(
-
r

ん
偽
…
沖
官
同
佼
教
諭
)

O
肌
H

二
月
ト
日

ω

二
月
十
・二
日
附

二
月
十
七
日

ω

二
月
二
卜

uω

。
徐
仙
配
制
問

。
川
柳
敏
賞

。
制
り

い
ず
れ
む

賀
会
川

門
川
川

て
H
川
口
紅

H
Aま
で

二
川
ト
開
U
附

阿
川
航

午
後

一
時
二
卜
分

か
ら

伯父
・岬
創
刊

無

料

C
山
中
込
み

Am
…
山
市
立
問
冷
館

と
う
ぞ
.
お
平
日
に
お
申
込
み

く
ど
占
ぃ
.

}町、両叩川市~叫

19 5 
日 目.

かわし{月)があ(月) み
の 3わりか でた 2ん
へじる .く こ るま ナ月な
や 30 ・ネの う ?を ゾ の い
でぶ ズ fttさ でひ ナお つ
ひん ミ が 〈 はね ゾ しし
らか がネ いる ・ らよ
さら で ズ ? と クせに
まこん ミ こ イ ・
すどれに た ズ

• b ，ニか え

……ー

ビ
タ
ミ
ン

A

・
C
の

豊
富
な
食
事
を

ビ
タ
ミ
ン
A
の
多
い
食
品
は
、
仲
「

豚
の
レ
パ
1
.
野
菜
で
は
カ
ロ
チ
ン
を

含
む
人
也管
、
は
う
れ
ん
門
て
か
ぼ
ち
ゃ

{冷
械
}
な
ど
。

レ
バ
ー
の
ソ
l
ス
泊
は
愉
山
中
で
お
い

し
い
食
べ
万
で
す
.

三
O
O
足
以
の
ぬ
り
を
血
ぬ
き
し
て

お
渇
か
ら
問
。
分
ほ
ど
必
で
‘
く
し
を

さ
し
て
泊
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
.
二
つ

か
三
つ
に
切
り
.
ウ
ス
タ
l
ソ
l
ス
に

つ
け
ま
す
.
う
寸
切
り
に
し
て
使
い
ま

す
.
ビ
タ
ミ
ン

C
の
供
給
鰍
と
し
て
は、

新
鮮
信
行
い
野
菜
、
か
ぶ
や
し
人
出
総
.

は
う
れ
ん
ば
‘
パ
セ
リ
な
ど
.
み
か
ん

や
だ
い
だ
い
は
ど
の
か
ん
さ
つ
飢
を、

欠
か
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
よ
し
よ
う
.

(凶
々
仰
の
資
料
主
り
}

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
A

抗
体
副
主

市
に
次
の
ご
得
付
が

あ
り
去
し
た
.

V
品

mw市
立
阿
部
中
小
枝
川
窓
会

肋
帆
送
設
備
デ
ス
ク
m
k
T
体

一
式

F.h
万
円
相
当
}

全
日
本
交
通
安
全
表
彰

マ
交
通
鎌
祭
賞
緑
+
字
会
貧
禽
彰

文
化
町
七

l
凹

石
川
久
作
さ
ん

マ
交
通
栄
曾
貧
緑
+
字
.貧
表
彰

北
鬼
江
三
七
O
e回
大
積

ehweん

こ
の
ほ
ど
日
比
谷
公
会
吸
で
聞
か
れ

た
第
十
九
回
交
泊
山
賀
会
同
代
巡
動
中
央

大
会
で
・『傾
向
民
運
転
ι♂

と
し
て
、
こ

の
ニ
名
の
方
が

.wm庁
HM
W
N
な
ら
び

に
全
日
み
交
通
安
全
協
会
H

民
連
名
の
袋

脳
"
を
、
受
け
ら
れ
志
し
た
.

と
も
に
.
永
年
一日
動
必
の
選
伝
に
た

づ
さ
わ
り
、
包
情
感
品
臥

.-m均
以
の
安
全

運
転
を
さ
れ
た
方
々
で
す
.

交
通
事
総
の
な
い
魚
路
上
m
を
つ
く
る

た
め
に
.
古
川
氏
一
人
ひ
と
り
の
・
災
通
マ
ナ

ー
を
.
さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
.

、l'-l
 

''t
、



第三特(!M使物認可・"昭和154年2月1日発行広報うおづ-・あなたと市政をむす13-、

畠
町&
脇
田
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「
保
健
」

V
乳
児
倹
診

3 ・9ー -・~
1) JI 1I 11 1I 

2 
'叫d1，1， 1ち 日

til日 ttJ 11 ωu 
も叫午 時』崎、 1-1・I3t.十E ‘ .. )午

会叫間UI 1(1308;1 I i量 10抑制
叫サa : ， 2 1 叫骨鳥

1、'21・YF21h3 -th ，、ニtq・.ちa 草 8 .~I 

色‘ 。;r，' tj・ /). 
コ~. I~ ー を ~I 付

A..: Iι 
.， 、

電L1札 ，...，-1，ι 1把
‘ 

" 
。，
" 純{，u草z 定

マ
三
か
け
川
児
険
診
時
に
こ
削
節
脱
会
』

う
険
珍
を
併
ゼ
て
行
い
ま
す
“

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

3 11 
z 
11 

'1 
~ 2:1 11 
日 日

2，f・1聖2 fi、• 
附 i fl 
到川』 時
分30 IUJ 
分

t113町fI』l 111 S，1 吋t初
叱吾2 t且事2

‘~. 可 q: 
tI i E 
11 

マ
会
場
H
H
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
m
の
お
む
ち
ゃ
を
.
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
簸
児
検
露

Z
円
れ
日刊

V
母
観
学
紐
(A

コ
l
ス
〉

マ
二
日付卜
a

ハ
H
W

マ
時
間
H
午
前
九
時
三
十
分
4
3

午
後
三

時
三
十
分

(時
間
励
行
)

マ
場
所
t
A
m
…
法
保
健
所
治
宝

(2月-3月〉

マ
刈
象
H
M
札
似
し
て
い
る
入
、
え
は
そ

の
米
紙

マ
今
川
山
内
科

叫
州
H
M
札
阪
か
・
υ分
峻
ま
で

卵、州μ
1

k
慌
の
た
山
川
の
M
M
保
持

定
例
H
M
札
似
小
の
食品下

A

A
I
MM似
の
生
時

一払
川
)

引た何
H
ι
r
v
ゃ・人
の
栄
必

そ
の
他

V
M
内
の
む
は
り
ド
け
に
必
ず
そ
け
ま
し

-
h

‘っ

V
H
同
氏
.
ス

ラ
ッ
ク
ス
、
は
f
子川相
会

判
参
し
て
く
だ
さ
い
G

V
川
凶
行
を
判
中
オ
さ
れ
る
‘
州
さ
ん
、
山
々

伐
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す

-v宵検
診

申
込
み
鳩
山

H

''・2
q‘4
2

1

:
f
l

l

 

マ
交
付
日
午
前
九
時
I
ト
時

マ
料
金
H
-ヘ
じ
む
川

い
受
位
さ
れ
る
ト
H
は
.
当
U
制
食
‘
た

ば
こ
.

b

小
伝
ど

一
切
H
H
し
し
し
が
・
り
な
い

で
く
ど
さ
い

守

マ一

年
に

一
一
聞
は
.
が
ん
検
診
を
受
け

注
し
よ
う
.

か
ん
比恨み
の
中
込
み
は
.
。
作
家
吃

へ
ま

わ
る
山
中
込
み
川
紙
に一
記
入
す
る
か
・
れ
ぬ

巾
生
抗
原
筏
諜
へ
山
中
込
み
く
だ
さ
い
ω

宮
内
線
2
3
1

-v鍵
康
相
訟
の
お
知
ら
せ

マ
二
川
五
U
仰

附
街
地
公
民
館

へ
成
人
的
食
制
州
政
実
例

以

ZURHHa到

A
耐

v
'れ
vs
・-，4
u

hr
川町
山
叩
休
似

ー
卜
的
ト
川
川
l
午
後
一--
M川

V
成
人
病
相
談

〉
.
け

.
日
山川
一.
H川
1
h
H
山
附
い
ず
れ

む

γ後
.
時

1
二
時

マ
刈
d
川
H
山しげ
ι
小い川附他ハ
ヤ

-
一
肌m
J札ぃ州

向
っ
て
も
州
-

V
内
科
H
m
帥
じ

ιる
必
然

・
心
中
山
凶

山
九
川
定

・
ルmM叩

・
保
川
叫
折
、

V
険
k

内
科

1
燃
料

由
開
命
的

Hμ刊は

-
川
一川
山川
主
亡
に
‘小山川れ

川
山
崎
川

へ
山叩
込
み
，
、ど
さ
い

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
憧

康
相
談

マ
て
川
卜
同
日
附
午
山
卜
時
=・
・十分
l

v内
行

t
N
川
に
よ
る
他
山
削
減

・
触

れ
桝
本

MM

マ
.Hけ
二
卜
八
日
嗣
午
前
卜
川
a

ニ
i
分

V
内山什
un映
酬
・側
別
削
減
・削開山吹仕伸機

V
盲
目
ぜ

8
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

磁
傷
風
三
種
混
合
予
防
緩

種
(第
二
回
目
)
実
施

マ
ふ
当
抗
日

(
め

一
期
」
行
十
問
年

.

バ
.
M
m
r
、

一
.
ぬ
児

j•• 
A
児
で
.

〈

厳

襲

、

明

乃

首

Z
禽
こ

内

-a調
H
M

開
唱
咽
，

a曹

E-'
''L
・h
・-a
司

胴
柑
岨
且
F

，a--

-
川
い
h
m
一
一川

nを
ぬ
M
刊
し
た
人

九

;

:・

-l

一

主
憲
を
H
H

・

あ
る
い
は
、
ま
ど

一
一川
も
会
け
て
い
ひ

~

ふ
れ
司
A

い
人

~
@
軍
大
盲
'
放
に
な
り
や
す
い
凍
結
時

-m叩
一縄
問
h
l
e
--
町中
・4
川
九
日
以
ぃ
川

九

「冬
の
辺
町
は
、
行
川
川
相
」
と
い
わ
れ

に
あ
.
削
を
，.
M
1

.
M
出
河
川
終
了
行

♂

ま
す
。
刺
の
ぬ
結
、
向
山
1

，.
H
な
た

亡
.
核
抑
後
.
年
を
い
粁
過
し
亡
い
る
・1

と
け
除
、
判
と
日山中
と
伎
の
刈
皮
糸、

k
u
~

~

浄
滋
山町
の
削
が
品
川変
低
し
て
い
ま
す
。

司

ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
マ
ナ
ー
が
あ

マ

η
ぉ
‘
間
伐
児
1
-h
仏
児
て
、
今
季

・

、I
t

-

-

、
、

}

な
た
'H
A
身
を
守
り
ま
す
。

て
に

い
し
川
竹
川
門
L
之
L
ゐ
L
人
4

日

4

・

.

4
@
凍
っ
た
路
面
で
は
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

..
料
品
ヘ
H
川
山
米
L
S
U
ん
が

ジ
ツ
テ

ト
:、

-

h
i
e匂

L

リ
ア
の
川T
似
μ
ん
け
F
L
け
戸、く
だ
さ
い
・

巴ム

ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
に
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け

んト
く
受
け
々
か
っ

た
場
介
小
中
段
人

一

た
山
小
で
む
、
ル
常
に
伴
化
せ
ず
.
ト
h

I
2
23
一γ
リ
ア
が

山

ぎ

…

に

だ

山
り

5
.2
誌

で

わ

く
な
り
ま
す

、

同
憾
で
す
。

♂
泌
ブ
レ
ー
キ
』
は、

内
川
凶
い

|
|
|
1
1
1
1
1
1
九

大
変
危
険
で
す
。
滑
る
尚
一
刷
で
は、

一
円

u

一
政
有

地

μ
一
会
喝

一
一

ブ
レ
ー
キ
ベ
タ
ル
を
小
会
ざ
み
に
何

汀

川
川
寸
i
l
-
-」
ー
ー
ー
」

一

川
島
じ
こ
と
が
必
き
こ
と
も
あ

一

21
削
一日

-
人
町
冶
下
一
巾
民
会
館

一
ゲ

リ
ま
す
。

日
目
引
引
U1
1
一
司
@
道
路
上
に
は
、
草
案
置
し
な
い

一

則
一札・
H

-

片
川

一

P

一
-

除
勺
作
業
の
附
%
に
タ
り
ま
す
0
Mm

huur川
l
i一
J
一
一

主

露

出

ま

く
な
っ
て
い
る

一

ω
丁
品目・
リ
怯向

一

.

一
~

の
に
、
問
符
物
が
あ
っ
た
ら
ま
守
主

一U
U
川川
|
「
l

i

l

i

-

-

一I
l

-

-

一

す
伏
く
な
り
、
交
泊
渋
滞
ゃ
れ
欣
の

一i2
山町

一号

--vぃ

一

"

一
、

ぬ
凶
に
な
り
志
す
。
符
さ
ん
が
お
い
仏

F

に
叫
軒
験
サ
る
こ
と
で
す
。

マ丸山
ι付
時
間
。
九
日
比
ハ
午
後

一
時

1
二

~

放問中市ザ
で
中
を
航
れ
る
と
さ
は
.
出
中

一

品』凶M
・…小
し
、
巡
似
品
刊
の
所
作
会
則
一川

マ
叫小忌
小ド

m

ん

一

ず
る
等
の
マ

十
ー
が
必
要
で
す
。

日
発
供
し
て
い
る
へ
、
又
は
拘
し

」

円A
@
出
発
的
の
仕
*点
検
を

主
的
%
の
以
悠
に
あ
ゐ
人

{ザ

仏
、
問
問
は
、
他
陣
も
多
く
な
り
ま
す

ω心
臓
胤
凶
行
系
.
じ
ん
臓
疾
忠
X
U、

一

九、
の
山中
の
が
依
の
大
半
は
、
幣
制
.
小

川
級
品
問
山
忠
な
ど
の
た
め
に
的
僚
を
仙

〈

山民と
.
袋
陥
.
不
良
に
よ
る
般
隙
が
原

め
心
れ
一

、い
る
人
‘

一

同
と
内
ゆ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り

川
線
帥
し
ょ‘
っ
と
司
る
械
附
泌
の
成
分

v

ま
す
‘
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
で
は、

に
主
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
?
す
る
お
そ

~

i
u
う
お
そ
い
で
す

.
n分
の
愛
車
の

れ

が

あ

る

人

出

m

v

点
検
は
ト
分
行
い
ま
し
ょ
う“

(1 z) 
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世

m川
過
去
に
お
い
て
、
こ
の

ar防
峨
刊
に

よ
り
、
州
反
応
を
川
上
し
た
こ
と
の
あ
る

人同
械
M

州
山川
一
年
以
内
に
.
け
い
れ
ん
の

紘
状
を
ー
し
た
ニ
と
の
あ
る
人

川
そ
の
他
、
機
的
に
不
通
当
タ
状
態
の

人

以

上

の
人
は
肱
情
的
で
さ
ま
は
人
の

で
卜
分
ご
陀
怠
く
だ
さ
い
。

マ
峻
納
品
Y

，
け

-
州刑
と
H

刊
の
体

安

コ

勺
て
く
ど
さ
い

・
川町
rr子
帳
.
印
箆
持
参
の
・』
と
.

マ
eT防
姥
M

刊
に
附
す
る
ニ
と
は
.
ト
山
4
・L

前
期
段
諜

{山一線
2

3
1
-
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
3
ぃ
.

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
〉
の
予
防

接

種

は
、

二
月
か
ら
個
別

雛
種
で
実
纏

パ
シ
カ
の
f
防
筏

Mmu.
こ
れ
ま
で

任
怠
の
制
別
地
明
日
押
で
し
た
が
、
チ
防
地
問
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市
の
交
通
盲
'
故

a-

死
者
が
三
名

/

締
法
ぬ
行
A
q

げ
の
改
止
と

.-r仙
川刊
M

仰
が

総
務
づ
け
ら
れ
た
・』
と
か
・リ
.
九
州
…
沖
山

司・
&
A'

・
ala
-
-ー
は川
'
I
j市
、
，

川

崎

a，

z
t
h

j

l
h
a
a川
uf
U
均
h
t，

つ
け
の
似
帥
で
ぬ
M
門

4
ゐ

-Z
』に
心
リ

v

h
十

.. 
ff中
山
の
火
泊
引
的
白
川

主
し
た
.

一

が
‘
玄
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

マ
後
M

仰
の
刈
集
計
は
.
て
ぬ
児
を
中
心

一

ら
せ
し
ま
す
.

一前
年
比
-

に
.
中
後
十
八
か
け
か

-T.卜
人
か
け

一
が
ぬ
先
生
件
数

一
五
八
件
二
一

件
減
)

にぶれ
る
附
川
と
し
主

r

下
位
牝
封
殺

=一
人

(刷
陥
れい)

マ
伸柑仲川川
山川は
‘
休
h

り
か仙
川H
凡
し
こ
い

が
仇
れ
川
向
行
敏

一
八
札
作

{ι人
減
}

-Q
じ
川
、
八
川
会
泣
け
℃
ア
、ぬ
し
E
J

'れ
の
ム
-
J
に
川川知ー
よ
り
む
い父
泊
山
ド
仏川

V
災
地
行
法

叫
が
杭
少
傾
向
に
あ
る
む
の
の
、
.比
乙
巾ド

l
市
i
k
が
保
持
品刊
に
廿川
山
泊
如
し
主
寸

ヘ
仏
川
が
川
滋
で
.
村
山
泊
地
院
で
一

uh.

同

2
通
知
を
受
け
ら
れ
た
保
必
い
れ
は
.
小

、
泊
・ペ
サ
抽刊
で
こ
れ
の
交
通
市
下
政
叱
悼
れ
が

生
前
埼
岐
剛
叫
似
蝕
係
PL
A
引は叫
ιs川附
伐

め

り
主
し
た
‘

M

仰
の
巾
込
み
そ

し

て

く

だ

占

い

い

勺

れ

ら

巡
転
打
の
「
安
九
七
泌
転
出
判

3
ぬ
川
制
円
余

UMm…削H
M

川
治
比

わ
さ
は
、
吟
に
よ
る
ら
の

v
f
肋
江
川
引
に
附
1
ゐ

-z-H
.山叫し

こ

辺
住
い
れ

一
人
ひ
と
り
の仲
代
ふ
と

n

川
河
川
祉
制
品
川
体
制
川
町

{内
側
2
1
1
-
へ

九

%市中
の
.小
児
が
際
問
と
な
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い

叩
い
生
命
」
を
守
る
た
め
に
‘
運
転

屯「

hj
A
V
nu
"刊
H
G
H
E

:

n
y-
nt
AV
 

魚;孝命Q'~然
(第65間)魚篠紹介{42)

、』

定眉備や舟l銅!こーナ q.'よく!t/，三メとうつ

j ギガと円る。 rS ~lclGα :mIJ と!こfふる/J、 l<l、

伊管lëtQ べて争'7'7.うで、そσ~ l二 便事ilL'Ictうう

..:. '1-;'、くIftiiでおdしれ7 るので 者iA，，'ぐ

ーぬるえるνていと'0 日1cJ.8t1，(むく:(ßり、 ~~

{ししてぞ下 ~t聖主しで‘心 喜会議申併も下;.. 

/， T同門~.ttlご?認して， ~IQ rn 1 Jliで1d.50~ ?IJIJrr 

OiDfI互にすみ、どうの叩の小動物毛主食べて1

会している。山脈、 V~由民!!Jラで尽力コめ中1.­

f型炉ぞ入れて1f''tfて江めてお宅し皮leH，
~vて工芸ミミこ問し 肉lふくん雪誌や千切にし

て tる。

クロメクラウナキ.

も

J
a
u
f
M
U
U
Aゆ
-

H

・4

ー
弘
、、
ハ
vg
a
g
-

魚の万雷

スビヤ刀ンコ 戸ンコ力ジ刀

1::ィ ηイ一戸刀メパlし

①だンコ

@刀ブコ
れ
=ー
ド

〈
U
V ~ミロ<J '-!.、

私
自
む
少
'
行
行

b
.
0・ソの
交
通
マ
ナ
ー

を
む
・つ
一
度
以
行
し
.
火
泊
川
崎
川
や
胤

刷
会
仲
で
中
リ
‘
今
年
句
』そん
従
泊
化
作

ゼ
ロ
の
円
似
を
辻
成
し
.
山
み
主
い
別

に
す
る
よ
う
u
n
h
H
し
ま
し
ょ
う
e

-v市V比川
内
訳
は
、

@

山小
と
が
の
が
依

八

じ
件

φ
山下
と
自
松
市
の
械情触
が
品川
二
九
件

ゆ
ボ
と
人
の
が
政

・・一
九
什

川町
市
山
下
似
の
が
品川

=一
件

ん
ゅ
の

uι
払
引
市
ド
仙川
の
う
ち
.
川
児
.

小
や
恨
の
市ド般
が
二
倍
に
な
り
ま
し
た
.

V
が
品
川
係
国
の
ワ
ー
ス
ト

・
ス
リ
l

わ
さ
は
」

.h
間
仕
、pm
・--%-

小
町
令
巡
転
臨品物
泌
一以

三
八
内
4

・川二
%
-

プ
レ

1
3凶
陀
小中
治帆
1

・
人

q
.
00

川
辺
八
ひ
仙
仰
の
『

わ
さ
は
運
転
併

比叫が

H
立
ら
ま
す
.

V
市V
依
発
J
世

t
の
多
い
時
間
僚
は
・:

下
後
二
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
が
.

山下
政
党
散
が
多
い
で
す
.

子
供
の
巾V
仙M
b
.
こ
の
時
川
畑
山
が
多

い
て
ぜ
.

w
uて
-J
い
ま
す
と

.
k
w
nが
多

く
‘

uMmu.
川
町
日
の
順
と
タ
っ

て
い

率
す
一

V
危わ
り
い
/
・I
供
の
『曲哨
ぴ
山
し
&
と
寸

泌
総
℃
の
遊
び
』

，，
y
g
}
.
1
・
〉

h
t
:
1
・

「

i

u
q
fq
d
1
0
6
1
N
〈
九

法

ひ

が
枇
む
多
い
て

v.
ま
た
、山
H

-一毛か
ら
K
ト
メ

ー
ト
ル
以
内
で
往
生

す
る
こ
と
が
多
い
.
削除

A
朽
の
ト
分

の
-W
怠
が
必
.吹
で
す
.

・1供
4

と
『
V
乙人
L
lL災
油
川
州
都れ

ー
を
交
泌
h
p
仇
か
ら
ん寸
る
ニ
と
が
.

今
年
む
小
ん
な
ん
ト
辺
似
の
弔
M
HH

て
J
・

2
月
の
休
日
診
療
医

A3|??|:?|!?|U1113 

ili111i!?|句
(12月末現在}口人

(13) 

の

2∞，75k.' 
7，9k剛

12.799戸

23.821人

25.589人

49.410人

市

F怖の面積

海".
t量得敏

人口{男)

(女)

針
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⑧
⑥
⑤
⑨
 

二
m
f
州
L
L
・-
:
:
hハ
ト
・・・
b
h

.4
浄
御
L
L
・-・・

:1
.申
h

f
し
い
川
い
介
せ
は
、
市
役
所
市
民

醐
耐
え
は
内
川
術
開
魚
沖
捗
集
悦
務
所
へ

{魚
市
市
上
村
水
野
川
ビ
ル
内
)

氾
治
制
|
1
0
3
6

ネ
ズ
ミ
講
は
禁
止

-・・
巧
妙
な
勧
織
に
注
愈
し
ま
し
ょ
う
・.. 

ネ
ズ
ミ
必
の
被
川
市
が
令
副
作
地
に
ま

ん
延
し
、
大
量』
必
社
会
開
固
と
な
っ
て

い
ま
す
.
こ
れ
以
上
の
悲
劇
合
防
止
す

る
た
め
ネ
ズ
ミ
成
は
、
法
体

(無
限
連

鎖曙
婦
の
防
止
に
関
す
る
法
律
)
で
祭
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。(
昭
如
刊
五

十
四
年
五
月
十

一
日
他
行
)
ネ
ズ
ミ

A

を
聞
く
こ
と
は
む
ら
ろ
ん
.
加
入
‘
勧

必
、
場
所
の
総
帥m
h怯
ど
む
伐
化
さ
れ
ぷ

す
.
で
む
油
断
は
M
T
刷物
で
す
.
ネ
ズ
ミ

講
告
絶
滅
さ
せ
る
に
は
、
内
ゅ
ん
と
い

っ

て
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
技
怠
が
、
必
必

々
の
で
す
。

悲
劇
は
あ
と
を
絶
ら
ま
せ

ん
。
信
用
、
財
疎
を
失
う
ば
か
り
か
、

人
間
関
係
を
破
滅
に
得
く
ネ
ズ
ミ
績
に

ご
住
怠
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

二
等
附
・
海
・

虫
ト
・

托
十
四
年
作
内
政
r
(
日比
込
}の

田

n
・fxは
十
八
峨
3
二
十
五

歳
未
満
の
男
子

一
受
付

常

時

一
待
遇

・
特
別
職
国
家
公
務
只

-
衣
食
住
無
料
支
給

-
初
任
給
八
L
A
.

八

O
O円

.
ボ
ー
ナ
ス
年
約
五
カ
川

各
Mm手
当
支
給

-
各
同
校
術
の
修
得
可
能

一
同
情

m
g概
敏

一
線
終

一
食
物

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
よ
り

A
品
協
四
刊
し
く
は川
ミ
リ
映
耐
フ
ィ
ル
ム

安
次
の
よ
う
に
附
人
し
ょ
し
た
.
ハト

M.

社
会
数
行
明ザ
の
中
仰
の
ぬ
で品
川附
し
て

く
だ
さ
い
ぶ
す
よ
う
お
す
、
め
し
去
す
.

む
お
内
符
等
は
市
悦
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
に
お
問
い
A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
.

宮
詑

1

2
4
9
5

一
、
特
M
W
と
は

二
、
思
い
出
の

一
冊
の
本

一ニ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問
、
心
臓
病
の
チ
防

氏
、
ベ
ル
と
か
い
じ
ゅ
う
王
子

ベ

兆
候
の
火
山
然

七、

U
の
し
く
み

市
民
会
館
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

次
の
表
は
、

昭如刊
四
十

一
年
度
に
お
け
る
市
民
会

館
の
使
間
を
大
水
1

ル
八

十
七
凶
、
会
康
被
八
九
三

M
.
MW礼
一
.一ニ・
h
Mの
各

市
民
織
を
H

嶋
市
に
し
て
作
成

し
た
利
用
状
況
で
す
.

会館.. J，18司!!.査表

新川ヴィーラへのご寄付
{敏称略)

5.000JlJ 

l7.UOO 
:l9a. ()OO 
50.α)() 

，'，シーツl臨1(.XCl
，'; 11 .ンーツ
L内iftl!.fdrl
，'; :rl物1也ぷUi

紙オムツ 5 ~を

オム ツプ~， ~- 1 I文
タオル IOtt;: 
七ケ シ 16コ

その1U!J.(UI
ケース人 リ人 Ir~

1".ル 20小z
w_1'ti :W代
セヤシ20コ

7 ;t Iレa7f文
ヴキン 3I~ 

1i物1也RJ(I
-ヒ，'rン 20コ
，1..i(i'紛<1. 5 I.g3~を

みかん15kg1 m 
，t，・;tムツJ也11..:ん
夕方ル 1 5~ 

セ ，ヶン30コ

洗1m紛大1m
れ11.1，..:し11川文
雄市 2U代

.<<ti I!市ilb荷積.IUllf~ ，.む~.~骨 62.6S4J1J 
(i 1lI 諸問 .'.1.¥ si)，hサ地 10.0仰

制 111 jCí"\~ !.十1-1、 15.{)()()

r.t川，!ï~人クラブ迎合会

k小):ll~ t61.婦人百11
斬川ヴ fーラt量級会
.IA 1111 本f1:新聞I
絵 ir 幸絵仏悶2778
首;UIi ~U基本町IrH

八

M
引
の
動
念
を
し
・
h
y

ベ
る

九
.
沌
「
.か
ら
み
た
日
本
の
火
山

卜
.
地
球
は
生
き
て
い
る

勺
.
胤
減
の
成
分
と
は
た
ら
さ

主
、
安
土
桃
山
の
社
会
と
文
化

ど
.. 

日
本
の
工
業

8
ミ
リ
断
凶
作
名
作
品
即
語
シ
リ
ー
ズ

一
.
へ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

1
テ
ル

二
、
お
や
ゆ
ぴ
縦

三
、
ア
ラ
ジ
ン
と
ふ
し

g
は
ラ
ン
プ

問
.
ジ
ヤ
ツ
ク
と
一は
の
本

-九
、
北
風
と
太
陥

し
ハ
.
マ
ッ
チ
必
り
の
少
化

じ
.
は
だ
か
の
五
織

八
.
じ
ひ
さ
の

F
ゃ
ぎ

一

工
場
や
訓
聞
広
で
働
く
労

働

組

合

を

倣

資
限
度
紛
耐震二
百
万
円

一
む
た
は
い
勤
労
者
が
.
自
分
で
家
を

利
中

l
年
八

・
一
六
山口

一
処
て
た
い
、
生
活
の
つ
は
ぎ
資
金
や

川
州
統
人
M
H
二
名
以
L
し

一
結
M

柑
.
教
訓
け
な
ど
の
資
金
を
必
咲
と

マ

柏
崎
山
H
令

ι

す
る
と
き
の
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
.

山
開
資
限
度
制
。
八

O
万
川

(

こ
の
制
度
の
ご
利
川
は

.m山
県

利
中

1
年
八
・

一h
ハ
γ

日
勤
労
布
川
別
総
合
協
会
の
保
札
で
、

川
同
州
人
unニ
名
以
卜

…

未
組
織
勤
労
者
融
資
制
度

労
働
金
峨
の
窓
U
で
予
u
n
る
に
巾
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川
融
資
の
償

要
は
次
の
と
お
り
で
す
@

マ一一
般
全
治
資
金

融
資
限
度
制
目二一
O
万
円

利
市
1
年
八

・
八
八

t

保
此
人
M
M
二
%
以
七

マ
教
訓
川
資
金

街角川

ir lJ 

!'.lJ't Jj 
蹴tr-::t:

-t-u: 

沿とご 大.令ール 会S民主 係'l
41 1∞.0 l∞.0 1∞.0 
42 鈎 .8 96.4 94.1 

43 96.6 93.2 l∞.0 
44 93.1 101.9 129.6 

45 85.1 101.6 120.0 

46 1ω.0 115.0 1:15.6 

47 88.5 89.8 124.4 

48 67.8 86.1 108.1 

49 93.1 84.9 125.9 

50 81.6 71.1 80.0 
51 94.3 82.2 56.3 

52 98.6 101.1 75.6 

平均 90.8 93.6 104.1 
u:ん会

絞III !主夫

f' ，~会

tMrf'，WI事1

14!; 下古• 
本IL1 !，( 

J;ぬ

(14) 

中央.iJh')

11111.: 則自ー(. 文化問1
1: '1' I:，~ 納入会

人:111 仮成

-1，下IJ・ずえ

ft (-谷111

f
句
、

h1

、4門
J
r
L
r
r

l

I
1
u

t
 

十

-
-K
N仰の
ば
は
ロ
パ
の
H
H

マ
住
山
心
出
H
A
以

融
資
限
度
制
目

一
千
万
円

利

$
1
八

・
二
八
訂
以
内

保
紙
人
目
一

名
以
上
、
組
怪
何

く
わ
し
い
こ
と
は
、
労
働
金
山
咽
魚

川
文
m
E
U
1
2
1
3
5
ま
た
は
市

商
工
似
光
操
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
.
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内
職
手
編
み
教
室
開
催

毛
糸
手
編
み
の
技
術
補
得
救
出虫
を
次

の
よ
う
に
間
協
し
ま
す
.

受
議
希
望
者
は
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
.

て

期
間

二
月
二
十

一
日
か
ら
=
一日

二
十
三
日
よ
で
の
う
ち
五

日
間

一
、
時
間

午
前
九
時
三
ト
分
自
午
後

三
時

一.
会

身

魚

津
公
民
館

一
.
募
集
人
員

二
十
名

一
.
講
割引内
申什

製
図
、
予
嗣
み、

実

綱引等

一
、
受
泌
斜
無
料
、

た
だ
し
テ
キ
ス

ト
材
料
授
は
本
人
負
卯

一
、
焼
融
市
口
問
簿
記

mH持
、
持
針
‘
紘

尺
、
物
さ
し
.も
糸
、
中
食

一
、
申
込
み
日

二
月
七
日
、
九
臼
、

十
四
臼
た
だ
し
定
数
に
な

り
ま
す
と
締
め
切
り
ま
す
。

て

申
込
み
光

市

役

所
市
民
相
淡
宅

魚津普愈銀行へのご寄付
(敏称略)

内
臓
削
減
コ
ー
ナ
ー
内
線

(2
3
8
徐
)

春
植
用
苗
木
、
し
い

た

け
菌
等
の
あ
っ
旋

出悌林
印刷A
M
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
っ

能
販
売
し
ま
す
。

4
叩
製
さ
れ
る
方
は
、

三
月
十
托
U
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
杉
前

一
本

六
卜
・ム
門

マ
絵
筋

一
本

六

卜

円

マ
し
い
た
け
凶

一
例

(千
コ
マ
入
り
)

二
千
一
一百
五
卜
円

円

v
ナ
メ
コ
尚

一
例
二
千
二
行
五
十
円

マ
し
い
た
け
は
た
本

(簡
の
入
っ
た
む

の
一
.
本
三
行
江
ト
川
の
は
込
み

前
木
村附

{・九
十
本
以
ド
}
は
町
内
で

£
と
め
て
小
込
み
く
ど
§
ぃ
.

V
申
込
先

t市
役
所
内
山
林
林
組
合

官
位

1
2
2
0
0
内
線
2
9
2
よ
で

告
電
話
教
室
の
ご
案
内

仙
川
山
泣
鰍
旬
刊仙
川
で
は
‘
今
年
年
一一業

さ
れ
る
生
徒
さ
ん

・
れ
務
所
の
新
入
社

日
告
対
象
に

「泡
ぷ
の
知
滋
」
や

「正

し
い
マ
ナ
1
』
専
を
療
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